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「日
に

本
ほん

の家
いえ

」２ 

町
まち

家
や

を直
なお

す人
ひと

との対
たい

話
わ

１ 

 

日
に

本
ほん

の家
いえ

とまちは、散
さん

歩
ぽ

しても楽
たの

しくない？ 

 

金沢
かなざわ

市
し

で、町
まち

家
や

を直
なお

す仕
し

事
ごと

をしている建築
けんちく

家
か

、林
りん

野
の

紀
のり

子
こ

さんにインタビューをしました。インタビュー

は林
りん

野
の

さんの家
いえ

で行
おこな

いました。 

 

松
まつ

田
だ

：林
りん

野
の

さんは、どうして建築
けんちく

家
か

になったのですか？ 

 

林
りん

野
の

：大学
だいがく

の時
とき

、美
び

術
じゅつ

が専門
せんもん

だったので、いろんな美
び

術
じゅつ

館
かん

へいって、世
せ

界
かい

中
じゅう

を旅行
りょこう

したんですね。

そして、たくさんの美
び

術
じゅつ

館
かん

を見
み

ていくうちに、2つのことに気
き

づいたんです。一
ひと

つは、自
じ

分
ぶん

は美
び

術
じゅつ

品
ひん

より美
び

術
じゅつ

館
かん

に関心
かんしん

があること、もう一
ひと

つは日
に

本
ほん

に帰
かえ

って、空港
くうこう

から電車
でんしゃ

に乗
の

って町
まち

の風景
ふうけい

をみる

のがすごくつらかったことです。 

ヨーロッパやアジアのいろいろな国
くに

へ行
い

っても、日
に

本
ほん

みたいな「風景
ふうけい

のつらさ」を感
かん

じることがなか

ったんです。でも「日
に

本
ほん

は電
でん

柱
ちゅう

や電
でん

線
せん

がいっぱいで、プラスチックみたいな、すぐに汚
きたな

くなってし

まう使
つか

い捨
す

ての家
いえ

がいっぱい建
た

っていた。私
わたし

はそこを散
さん

歩
ぽ

したり、そこでお茶
ちゃ

を飲
の

む喜
よろこ

びが感
かん

じら

れなかった。それがつらいな」と思
おも

った。それで建築
けんちく

の仕
し

事
ごと

をはじめたんです。少
すこ

しでもそういう

風景
ふうけい

をなくす建物
たてもの

とか街
まち

のあり方
かた

ができないかなと思
おも

ったんです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日
に

本
ほん

の一般的
いっぱんてき

な住
じゅう

宅
たく

地
ち

 

 

でもそんな私
わたし

でも町
まち

家
や

の改
かい

修
しゅう

に携
たずさ

わるとは思
おも

ってなかったです。日
に

本
ほん

の昔
むかし

からある風景
ふうけい

をなんと

かしたいって思
おも

ってなかったです。私
わたし

のまわりには、古
ふる

い町
まち

並
な

みというのはなかったんですよ。私
わたし
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の生
う

まれたところは山梨県
やまなしけん

で、戦争
せんそう

で古
ふる

いところがすべて壊
こわ

されたところです。その後
あと

に住
す

んだ東
とう

京
きょう

もそうでした。だから大学
だいがく

では新
あたら

しい建築
けんちく

ばかり勉
べん

強
きょう

していました。 

 

松
まつ

田
だ

:じゃあ、どうして古
ふる

い町
まち

家
や

を直
なお

す仕
し

事
ごと

をするようになったのですか。 

 

林
りん

野
の

:夫
おっと

の転勤
てんきん

で金沢
かなざわ

に来
き

たのがきっかけです。私
わたし

はそのとき仙台
せんだい

の設計
せっけい

事
じ

務
む

所
しょ

で働
はたら

いていたんで

すが、金沢
かなざわ

なら住
す

んでもいいと思
おも

って、夫
おっと

について 13年前
ねんまえ

に金沢
かなざわ

に来
き

ました。 

金沢
かなざわ

に引
ひ

っ越
こ

して、まず、町
まち

家
や

を借
か

りて住
す

みました。町
まち

家
や

はとてもおもしろいと思
おも

いました。まず家
いえ

と道
みち

がつながっているので、町
まち

と住
じゅう

人
にん

との距
きょ

離
り

が近
ちか

いです。寒
さむ

かったりしますが、季
き

節
せつ

を味
あじ

わう楽
たの

しみがあります。 

そして、金沢
かなざわ

に来
き

て 5年
ねん

くらいたったとき、住
じゅう

人
にん

が亡
な

くなって空
あ

き家
や

になっていた町
まち

家
や

を買
か

わない

かって話
はなし

を聞
き

いたんです。町
まち

家
や

は今
いま

、毎日
まいにち

のように壊
こわ

されて、新
あたら

しい家
いえ

が建
た

てられているんです。

町
まち

家
いえ

を直
なお

して住
す

みたい若
わか

い人
ひと

はほとんどいません。「私
わたし

たちが今
いま

買
か

わないと、この町
まち

家
や

がなくなっち

ゃう、それはとてももったいないんじゃないか」と思
おも

って、買
か

いました。そして、自
じ

分
ぶん

で家
いえ

を直
なお

した

んです。 

それまでは新
あたら

しい家
いえ

ばかりつくっていましたから、日
に

本
ほん

の伝統
でんとう

建築
けんちく

のことは全然
ぜんぜん

知
し

りませんでした。 

金沢
かなざわ

にきて、はじめて日
に

本
ほん

の伝統
でんとう

建築
けんちく

の部
ぶ

材
ざい

の名
な

前
まえ

とかを知
し

ったんです。 

自
じ

分
ぶん

で自
じ

分
ぶん

の家
いえ

を直
なお

して住
す

んだことで、もっと町
まち

家
や

の良
よ

さに気
き

づくようになりました。 

それ以
い

来
らい

ずっと、町
まち

家
や

を直
なお

しています。 

 

松
まつ

田
だ

：そうなんですね。でも、建築
けんちく

家
か

として新
あたら

しい形
かたち

をつくりたいとは思
おも

いませんか。 

 

林
りん

野
の

：確
たし

かに若
わか

い時
とき

はそうだったんですが、今
いま

の私
わたし

にはそういう気持
き も

ちはないんです。おもしろい

形
かたち

を見
み

せたいと考
かんが

えていません。でもその一方
いっぽう

で、「設計
せっけい

する人
ひと

が線
せん

を引
ひ

くことの責任
せきにん

は消
き

えてい

ない。」って思
おも

うんです。たとえば材
ざい

料
りょう

の厚
あつ

さがちょっと違
ちが

うだけで空間
くうかん

の印
いん

象
しょう

って大
おお

きく変
か

わっ

てしまったりするんです。その「ちょっと違
ちが

うだけ」の積
つ

み重
かさ

ねで、家
いえ

とか空間
くうかん

も全
まった

く変
か

わってし

まう。町
まち

家
や

という、これだけ形
かたち

がきちんと決
き

まっているものでも、別
べつ

の設計者
せっけいしゃ

がやれば全
まった

く違
ちが

う町
まち

家
や

になるんです。だから一本
いっぽん

の線
せん

を引
ひ

く責任
せきにん

みたいなものを感
かん

じながら、強
つよ

い意志
い し

をもって線
せん

を引
ひ

け

る、そんないい線
せん

がひけるようになりたい。それが今
いま

の自
じ

分
ぶん

の目
もく

標
ひょう

です。 

 

松
まつ

田
だ

：林
りん

野
の

さんのこの家
いえ

、確
たし

かにいくつか気
き

になるところがあります。たとえば天
てん

井
じょう

の柱
はしら

は昔
むかし

の
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もので、とても黒
くろ

いんですが、天
てん

井
じょう

は新
あたら

しい木
き

なので色
いろ

が違
ちが

います。どうして同
おな

じ色
いろ

にしなかった

んですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

林
りん

野
の

：新
あたら

しいところは塗
ぬ

らないという選択
せんたく

をしたんです。なぜかというと、私
わたし

が尊敬
そんけい

している先輩
せんぱい

に「今
いま

は新
あたら

しい柱
はしら

と古
ふる

い柱
はしら

の色
いろ

の差
さ

が強
つよ

いようにみえるけど、30年
ねん

もたつと全
ぜん

部
ぶ

同
おな

じような色
いろ

に

なるから。ちょっとだけの間
あいだ

だから塗
ぬ

らなくていいんじゃない？」っていわれたんです。それを聞
き

いて、「そうか。町
まち

家
や

っていうのは数
すう

十
じゅう

年
ねん

、数
すう

百
ひゃく

年
ねん

の単
たん

位
い

で落
お

ち着
つ

くものなんだな」と思
おも

って、塗
ぬ

らないことにしたんです。 

 

松
まつ

田
だ

：すてきですね。日
に

本
ほん

の家
いえ

なんて 5年
ねん

で家
いえ

の価値
か ち

が半
はん

分
ぶん

になって 30年
ねん

でゼロ円
えん

です。100年
ねん

後
ご

に

残
のこ

るように作
つく

られていない。 

 

林
りん

野
の

：プラスチックとか自
じ

然
ぜん

じゃないもので家
いえ

をつくると、家
いえ

が商
しょう

品
ひん

になって、消
しょう

費
ひ

されてしまう

んです。買
か

ったときが最高
さいこう

で一番
いちばん

価値
か ち

が高
たか

くて、それから価値
か ち

がどんどんさがってしまいます。残念
ざんねん

です。商
しょう

品
ひん

ではない家
いえ

、100年
ねん

後
ご

に残
のこ

るような家
いえ

がふえて増
ふ

えてほしいと思
おも

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

林
りん

野
の

さんの家
いえ

（向
む

かって右
みぎ

から二
ふた

つ目
め

の小
ちい

さな家
いえ

。明
めい

治
じ

後
こう

期
き

、100年
ねん

以
い

上
じょう

前
まえ

の町
まち

家
や

を林
りん

野
の

さんが改
かい

修
しゅう

） 
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この作品
さくひん

はクリエイティブ・コモンズ 表
ひょう

示
じ

 - 非
ひ

営
えい

利
り

 - 継
けい

承
しょう

 4.0 国際
こくさい

 ライセンスの下
もと

に提
てい

供
きょう

されています。この作品
さくひん

を利
り

用
よう

する場
ば

合
あい

は、「たどくのひろば」を出
しゅっ

典
てん

として示
しめ

してください。 
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